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会議の結果報告 

 

名称 令和８年度 玉川地区学校適正配置地元代表協議会【第６回】 

開催日時 令和８年８月25日（火） 19時00分～20時30分 

開催場所 玉川支所 ２階 大ホール 

出席者 

 【委 員】 会⾧ 外22名（教育⾧、副教育⾧を含む） 

      ※１名欠席（九和保育所保護者代表） 

      ※２名オンライン出席（日の出保育所保護者代表、 

                 九和保育所保護者代表） 

 【その他】 玉川支所⾧ 

 【事務局】 今治市教育委員会教育政策局⾧ 外８名 

傍聴者  １名 

議題 
１ 望ましい学校のあり方について 

２ 意見交換 

議事内容 

１ 

望ましい学校のあり方について 

・玉川中学校舎での小中一貫校としての魅力化・特色化について、事務局の

案を説明した。 

・小中一貫校としての施設レイアウト案について、事務局の案を説明した。 

２ 

意見交換 

①事務局が提示した施設レイアウト案について、委員から、以下のとおり意

見があった。 

1. 小学校⾧・中学校⾧が各一人配置される場合、校⾧室は２室必要である。 

2. 小学校・中学校の教職員スペース(会議の場所等)を十分確保してほしい。 

3. 特別支援学級を含め、小・中学生の生活空間は適切に分離してほしい。 

➣(事務局からの回答)教室配置、スペースの確保、教室移動時の課題は、学

校運営の実情に応じて調整可能である。 

4. 中学生の教育環境が極端に減少しないようにしてほしい。 

・ 女子生徒の着替え場所や余裕教室を確保してほしい。 

・ 運動場面積を減らさないように配慮してほしい。 

5. エレベーターを設置してほしい。（怪我をした生徒や資材運搬のため） 

6. 小学校専用の特別教室を整備してほしい。 

7. プレハブ等簡易的な増築でも構わないので、校舎増築を検討してほしい。 

➣(事務局からの回答)増築せず、内装の整備によって施設面の改善を図りた

いと考えている。 

8. 施設を小中学校で共用する際の課題を解消してほしい。 

・ 小学校、中学校で授業時間が異なる。チャイムのずれや、小学生の活動

による中学校側の騒音対策など、施設的に整備可能か。 
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②小中一貫校としての魅力化・特色化の案について、以下のとおり意見があ

った。 

・ 小学生が成⾧段階ごとの役割を経験できるようにしたい。 

・ 教育に関するソフト面とハード面を一体的に検討したい。次回以降、ソ

フトとハードのどちらを優先して協議するか冒頭で示してほしい。 

・ 小、中学校の教員同士が近距離にいて協力体制にあれば、学習内容を整

理、連携したカリキュラムを作成できる可能性はある。 

・ 市街地の児童生徒から通学希望があれば、受け入れ可能でありたい。 

 

③学校運営やその他の事項について、以下の意見があった。 

・ 玉川調理場を建て替える際、統合校の敷地内に設置できないか。➣(事務

局からの回答)玉川地区だけでなく、市内全域で、複数の調理場を集約す

る方向で整備計画を立案中である。 

・ 九和小学校と鴨部小学校が同時に廃校になると、両方の地域が衰退する

可能性がある。小学校と中学校は、施設分離型でこれまで通り伸びやか

な教育を行い、廃校１校の有効活用を進めていく形がよい。 

・ 中学校の部活動の兼ね合いで、小・中学生が特別教室を共用することが

難しい場合、部活動の場所として九和小学校舎を活用してはどうか。 

・ 小中学校が同一校舎になることで、中学生の受験勉強や試験に支障はな

いか。移動教室の時に小学生と中学生が鉢合わせ、互いに不安な影響は

ないか。➣(学校関係者からの回答)学校運営上の工夫で対応可能である。

小中学生が同一校舎で過ごすからこそ、学び合える要素もある。 

・ 同一校舎になると、小学生と中学生が互いに抑圧されないか懸念する。 

 

④教室配置の再検討や、増築を検討してほしいという意見に対し、事務局

は、本日の協議内容を持ち帰り、市⾧部局を含め、内部で検討したいと回答

した。これにより、次回の第７回協議会で、改めて事務局の施設整備案を提

示することが求められた。 

 

⑤施設一体型での小中一貫校(または小中連携校)という案でまとまらなかっ

た場合は、施設分離型の小中連携校という案の検討に移るという方向性を、

再度確認した。 

備考  
次回の開催は、令和８年 10 月 20 日（火）午後７時から玉川支所２階大ホー

ルを予定。 

 


